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1947-2009）は 1987 年に出版した A World of Difference10で、自分自身の 1980 年の著書



































































































































































































（Nina Baym, 1936-）の Woman's Fiction の初版が 1978 年に出版されたことは、アメリ
カ文学史のキャノンを読み直す画期的な契機であったといえるだろう。1993 年に出された
第二版の序文に、ベイム自身が書いているように、1978 年以降、文学作品の評価に関する



































































 これらの問いに対する答えを、ウンベルト・エーコ（Umberto Eco, 1932-2016）にみる



































に享受することができる（Pugliatti, quoted in Eco, 16）。「作者の死」は読者の気ままな
自由を保障するものではなく、作者のあるテクストと、そのテクストを楽しむ読者の相互
作用を可能にするものである。 


































































として、ナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804-1864）の The Marble 
Faun（1860）23を取りあげ、そこに描かれる女性像を分析する。ヘミングウェイの The 





























































第７章ではリディア・マリア・チャイルド（Lidia Maria Child, 1802-80）の黒人奴隷制












第８章ではレベッカ・ハーディング・デイヴィス（Rebecca Harding Davis, 1831-1921）









を論じる。マーガレット・フラーの Summer on the Lakes, 1843 と Woman in the 
Nineteenth Century、ゾラ・ニール・ハーストン（Zora Neale Hurston, 1891-1960）の




























































は 1700 年に Reflections upon Marriage を著し、男が自由に生まれるのに対して、女は
「奴隷」として生まれるのはなぜかと問いかける。アステルの問いは、ジョン・ロック
（John Locke, 1632-1704）の啓蒙思想に対する反論であったが（Springborg xix）、メア
リ・ウルストンクラフト（Mary Wollstonecraft, 1759-1797）が 1792 年に A Vindication 









著しく不自然に思える」（Chap. II. The Prevailing Opinion of a Sexual Character 
Discussed）と返し、「ソフィのような妻と結婚することができたら、夫のほうが妻の指
示を仰ぐほうがいい」とアイロニーを込めて述べ、ソフィの人格をいっさい認めない姿勢
を批判する（Chap. V. Animadversions on Some of the Writers Who Have Rendered 













ト・フラーが Woman in the Nineteenth Century の冒頭で、アイロニーを込めて次のよう
に問いかける。 
 
  「弱き者、汝の名は女なり」 






  「弱き者、汝の名は男なり」 















































































































































シーセン（F. O. Matthiessen, 1902-50）が 1941 年に著した American Renaissance: Art 
and Expression in the Age of Emerson and Whitman である。これ以降、アメリカ文学の
歴史のなかで、19 世紀なかばをアメリカン・ルネサンスと呼ぶことが一般的になる。こん
にちでは 19世紀はじめから南北戦争までの時代を指して使われることが多いが、マシーセ






































































心のあいだには生まれることはない。（Chap. XIII. Some Instances of the Folly 
Which the Ignorance of Women Generates; with Concluding Reflections on the Moral 







































































































































































































































第２章 The Garden of Eden における想像と自己破壊のペルソナ 
 
 文学作品において都合のよい登場人物はめずらしいことではない。ヘミングウェイの
The Garden of Eden に描かれるキャサリンは、作家であるヘミングウェイにとっても、作
品の登場人物であるデイヴィッドにとっても、きわめて都合のよい女性である。創作のイ
ンスピレーションの源となりながら、やがて無用のものとされ、作品から追放されるキャ




1）The Garden of Eden の新しい女性像 
 














とするバルトに従えば、The Garden of Eden はテクストとして自立し、もはやヘミングウ
ェイのものでも、原稿編集者のものでもなく、読者がそれを読むという行為において存在
するものであるととらえなければならない。 




ミングウェイのイメージから完全に切りはなして The Garden of Eden を読むこともまた
不可能である。 
 ヘミングウェイを男性的で強靭な作家であると思わせるのは、修辞的な表現を避け、直
接的な情緒的描写を排した文体であろうか。For Whom the Bell Tolls（1940）や The Old 















と判断されるのも当然の帰結であろうか。A Farewell to Arms（1929）の献身的なキャサ
リンや For Whom the Bell Tolls の素直さを失わないマリアのようなグッド・ガールと、
“The Short Happy Life of Francis Macomber”（1936）のマーゴットのような支配的なバ
ット・ガールと、両極端に一面的な女性しかヘミングウェイには描けないという批判もあ
る（Comley 51）。 
































































































































るパターンである。A Farewell to Arms と The Garden of Eden には、キャサリンという
同じ名前をもつヒロインが登場する。A Farewell to Arms では妊娠を告げたキャサリン・
バークレーの生命に対する切実な思いをフレデリックは受けとめず、罠にはまったような
感覚を覚えるだけである。その感覚が作品全体を覆い、個人の意志の非力と、それでも生



























A Farewell to Arms も The Garden of Eden も語りの視点は男性登場人物に置かれてい
るが、それぞれのヒロインの自己実現への狂おしいほどの希求が作品を支えている。とく
に The Garden of Eden の物語展開におけるキャサリンの働きは大きいといえるだろう。













































































































 物語の中心をずらして読むというのは、モリソンが Playing in the Dark: Whiteness and 





























 モリソンはヘミングウェイの To Have and Have Not を中心に論じ、黒人女性は性的衝
動の記号として描かれていることを分析し、黒人であることはタブーの象徴であり、それ



































































































第３章 The Marble Faun における芸術的共感と道徳規範 
 
 ヘミングウェイが 20世紀アメリカ文学を代表する作家の一人であるとすれば、ホーソー







































The Scarlet Letter のあと、ホーソーンはつぎつぎ作品を発表するが、ヘスターにおい
て実現したような「フュージョン」は、どの女性登場人物にも起こらない（David 




さらに The Marble Faun では、道徳的な規範を表すヒルダと罪と堕落を表すミリアムと
いうように、女性だけではなく、役割はさらに厳密に分けられる。ローマで物語が展開す
る The Marble Faun では、The Scarlet Letter に陰影を刻むピューリタニズムに替わり、
カトリックの歴史が物語の背景に活用されることになる。 
アメリカ文学のキャノンにおいて主要な作家の一人であるホーソーンの作品のなかから、




































ントン（Elizabeth Caty Stanton, 1815-1902）は自伝62に「その後の集会に出席するのは
恐怖であり、震える思いであった」と記している（149）。ラルフ・ウォルド・エマーソ















放されるために、自分の作品は小説ではなくロマンスであると主張する。The House of 
the Seven Gable の序文では、「普通にありそうな経験」を「きわめて微細な点まで忠実」
書くのが小説であるのに対して、ロマンスでは作家が「雰囲気を醸しだす手段を操作し、
光を明るくしたり柔らかくしたり、陰を深めたり豊かにしたりすることのできる」創作環



























































































































































































































































































































   
  城に住む王と女王であることを求めよう。 
  野次馬の群れが殺到するかもしれないけれども、 
52 
 
  地面にあなたを押したおして気絶させるかもしれないけれども、 
  暗闇であなたを襲うかもしれないけれども。 
  根気よく求めれば、それはかなえられる、 
  粗末な家で休息を求めてはならない。 
  そしてあなたは、だれもみたことのないものをみる、 








































































2）アメリカの権利運動と Woman in the Nineteenth Century 
 
Woman in the Nineteenth Century はマーガレット・フラーの代表的な著作である。メ
アリ・ウルストンクラフトの A Vindication of the Rights of Woman with Strictures on 
Political and Moral Subjects が女性の基本的権利についての先駆的な主張であるとするな
54 
 






さらに加えて、ウルストンクラフトの著書ほどフラーの Woman in the Nineteenth 
Century が一般に知られていないのは、エマーソンやヘンリー・デイヴィッド・ソロー



















































































み、それを Woman in the Nineteenth Century に著した。 
1840 年にはエマーソンからの依頼で、超絶主義の機関誌 The Dial の編集長に迎えられ、
フラーは 2 年間そのポストを務めている71。Woman in the Nineteenth Century の元とな
るのは、 “The Great Lawsuit: Man versus Men. Woman versus Women”と題され 1843





Woman in the Nineteenth Century には、フラーが経験した二重の規範を反映するよう
に、著者としての視点の他に、いくつかの異なるペルソナが登場する。そのなかで対比的
なのは、才気煥発な若い女性であるミランダと、40 歳になる無名の女性である。ミランダ


















 ミランダから老女への変身は、個人としての自立を表すものでもある。Woman in the 



































































































 Woman in the Nineteenth Century の出版当時、フラーに対して酷評をしたのは、社会
的影響力もあった批評家ブラウンソン（Orestes A. Brownson, 1803-1876）である。フラ
ーには批評をすることはできても、文章を生みだすことはできないと断じ、Woman in the 
Nineteenth Century は「本とはほど遠い、ただのおしゃべりにすぎない」（213）と切り




















































Woman in the Nineteenth Century が出版されるきっかけになったのは、当時の「辺境」
である五大湖地帯からイリノイ州、ウィスコンシン準州をめぐる旅をし、その見聞をもと
い Summer on the Lakes, in 1843 として 1844 年に出版したことである。これが『ニュー
ヨーク・トリビューン』紙の編集長ホレス・グリーリー（Horace Greeley, 1811-1872）の
目にとまり、“The Great Lawsuit: Man versus Men. Woman versus Women”を発展させ

















































 Summer on the Lakes, in 1843 は旅先で出会う女性たちを代弁する物語として構成され
るとともに、フラーの直接のペルソナである語り手自身が既存の価値観や文化の枷から自
由になるための自己省察の物語でもある。Woman in the Nineteenth Century がさまざま
62 
 

















































































































































































































































































 フラーはシャルル・フーリエ（Charles Fourier, 1772-1837）とゲーテ（Johann 






























とは、条件をそろえてみなければわからない、ということである。フラーはWoman in the 




































































































第５章 The Scarlet Letter におけるヘスターと舞台としての処刑台 
 
フラーは結婚によって成就する魂の理想的な融合を描いて、男女の平等の実現を未来に







































いく。本章ではホーソーンが The Scarlet Letter を執筆するころに人気を博していた大衆




















































































ソーンと同時代のマーガレット・フラーが Woman in the Nineteenth Century の冒頭に引
用していることからも明らかであるといえるが、The Scarlet Letter はディムズデイルの
ことばを借りて、それとは真反対のことを述べていることになる。 






















（177）、The Scarlet Letter において A の文字は遠景ではヘスターと一体化し、近景では
布となり、舞台と観客ほどの距離において A の文字はヘスターの罪を表すものとして出現
する。 
この意味において A はパフォーマティブなものである。バトラーは“Performative Acts 











































































































































































第６章 Alice in Bed におけるペルソナの饗宴 
 
 The Scarlet Letter の処刑台を舞台ととらえることによって、演劇空間の創出と、それ
によるヘスターの意思表明と自我形成を考察したが、舞台に立つことで女が声を発する機
会を得るということは、ソンタグが演劇にこだわった理由を説明することになる。ソンタ




探求をどのように描いたかを考えたい。戯曲 Alice in Bed を中心に考察し、さらに同時期


































































































文学にも通じるといえるだろう。アンダーソンは 1919 年に発表した Winesburg, Ohio の



































































  この旅行を受胎したのはとても昔のことだ。 
   
  最初はいつだっただろう。最初の記憶までさかのぼる。 
    ――わたしはニューヨークで生まれ、他の場所（アメリカ）で育ったけれども、
中国で受胎した可能性を調査してみよう。 
        ――M に手紙を書いてみよう。 

































































き来し、だからこそ文学が必要だという結論にたどりついて“Project for a Trip to China”
は終わる。 









































































































  アリス：もっと感じたほうがいいのか、もう感じないほうがいいのか、わからない。 
  （すわって、水たばこを詰める） 
































































































まいは（Stefanelli 222）、他の登場人物とも連携し、Alice in Bed の主人公は、「一人で







































なる対話が、Alice in Bed の演劇空間を演出している。 































 茶会を描く第 5 幕はアリスのターニングポイントである。実在と空想、生と死の交差す
































  父親：もう一度聞いて。お母さまに聞いてごらん。   
  アリス：お父さま、自殺してもいいですか。 
  父親：あなたを生んだ母として、だめだと言います。 
  アリス：お父さまなら。 







ファンタジーAlice’s Adventures in Wonderland (1865)94のアリスのように、不思議の国へ
の逃亡も許されない。幼いころからアリスにとって、父親は絶対の存在であり、アリスは
中途半端な才能と自意識から逃れることができずにいる。 








































































































































Alice in Bed はきわめて技巧的で実験的な戯曲である。だからこそソンタグは自身の戯
曲に“A Note on the Play”を書き、理解の指針を提供しなければならなかったといえる。引








アリス・ジェイムズは日記95を残している。日記は 1889 年から 1892 年の死の直前まで











 ソンタグは“A Note on the Play”で Alice in Bed を次のように説明する。 
 










  女性たちの悲しみと怒りについての劇、そして最終的には想像力についての劇。 
  精神を閉じこめる現実。想像力の大勝利。 
  でも、想像力が勝利しても、十分ではない。（117） 
 
ソンタグは Alice in Bed で女性たちの苦悩を描き、その苦悩を演劇として可視化したこと
を想像力の勝利というが、それが劇として描かれたからといって問題の終わりにはならな
いと語る。 



















































 Alice in Bed は 1991 年にボンで初演されたあと、2 年後にはベルリンで上演され、9 年
後にようやくアメリカで初演される（Schreiber 197）。さまざまな要素をふんだんに引用




   日常生活においては〈もしも〉は虚構だ。演劇においては〈もしも〉は実験だ。 
   日常生活においては〈もしも〉は逃避だ。演劇においては〈もしも〉は真実だ。 
   わたしたちがこの真実を信じる気になった時、演劇と人生は一つになる。 
   これは高い目標である。並みたいていの努力では達せられそうもない。 
  劇をするには大変な努力が必要だ。しかしわたしたちが努力を遊びとして体験するな
ら、それはもはや苦しい努力ではない。 









作者であるソンタグの意図を汲みつつ、それを超えて Alice in Bed を読み、その演劇空
間を「イマジナリー・ドメイン」ととらえるならば、中心的な仕事であるとは評価されて
いない戯曲 Alice in Bed に登場する女性たちが織りなす空間にあらたな意義を見出すこと
ができる。茶会に集まった女性たちのペルソナの饗宴は、アリスの背中を押し、結果的に
はアリスを失敗者にするのであるが、アリスはようやく深い眠りに落ちることができる。
Alice in Bed はソンタグが考えもしなかった方法で登場人物たちを「キャンプ」な存在に
する。ソンタグは「キャンプ」を優しい感情であると説明したが、登場人物たちが注ぐの
も、登場人物たちに注がれるのも、「キャンプ」な感情である。 
Alice in Bed の分析によって導き出されるソンタグのフェミニズムは、ほぼ同時期にソ




Alice in Bed と The Volcano Lover は実在の人物を登場させているという点では共通する
が、戯曲と小説というジャンルの相違以上に、描かれる空間の差異が二つの作品に大きく





である。しかし The Volcano Lover は、最後に置かれているエレオノーラの独白によって、
壮麗な歴史小説の趣を一転させ、壮大な風景を背景に描かれた作品世界は、暗く狭い監獄
に吸収されてしまう。この瞬間に Alice in Bed に響く女性たちの声とエレオノーラの声が
重層的にこだます。 







を書いたソンタグの作品として The Volcano Lover を読み、ヴェスヴィオ火山を「創造／
想像の鉱脈」（97）であるとするが、フェミニズムを訴える Alice in Bed の作者の作品と
して読めば、また違う視点が可能になる。 











































































この一筆で、歴史小説であったはずの The Volcano Lover はメタフィクションに変身する
のである。 
















































了し、同年に奴隷制廃止を定めた憲法修正第 13 条、1868 年に市民権を定めた憲法修正第

































の人道的な大義にもなったハリエット・ビーチャー・ストウ（Harriet Beecher Stowe, 
1811-96）のUncle Tom’s Cabin（1852）であろう。アメリカが南北に別れて戦争をした背
景にあるのは、かならずしも奴隷制をめぐる是非ではないが、Uncle Tom’s Cabin がベス
トセラーになったことによって、北部は黒人奴隷制の廃止と奴隷の解放という戦うための
理由を広く共有することができたといえる。 
 Uncle Tom’s Cabin は物語がもつ感動によって、制度化された人種差別の弊害を広く認
識させ、奴隷制を廃止することに少なからず貢献したといえるが、それから 15年後、リデ








 チャイルドは Uncle Tom’s Cabin が出版されるやいなや、世論に対するその後の影響を予
見していた（Karcher 389）。チャイルド自身が 1853 年に、逃亡奴隷のための「地下鉄道」
の活動家であったアイザック・ホッパー（Isaac Hopper, 1771-1852）の伝記を著すときに
は、奴隷制についての描写に関して Uncle Tom’s Cabin を参考にするほど、高い評価もし
ていた（Karcher 373）。南北戦争が始まった 1861 年に、チャイルドはパーティでストウ
に会い、当時の政治的な情勢について意見を交換し、共鳴を深めている（Karcher 451）。
さらに A Romance of the Republic を執筆中の 1865 年の冬には、リアリズムに基づく人物
描写の方法を学ぶために、Uncle Tom's Cabin を再読している（Karcher 506）。このよう
なチャイルドとストウの関係をみると、チャイルドが Uncle Tom's Cabin によって実証さ
れた文学作品のもつ社会的影響力の可能性を意識していたことはまちがいないことだと考
えられる。 




にこだわる。1824 年に発表している最初の小説 Hobomok, a Tale of Early Times ではア
メリカン・インディアンと結婚した白人女性を主人公に異人種間結婚を描き、A Romance 










































































































































































































































































































 A Romance of the Republic において、家族は問題を解決するためのキーワードである。
しかしこの幸せな家族の融和は、誠実な愛と、家族に対する強い責任感を有する家長があ












































をじかに観察し、“Life in the Iron Mills”執筆につながる。 
 “Life in the Iron Mills”の画期的な点は、語り手の創出であるといえる。貧しい工場労働
者たちが置かれている窒息しそうな状況にも、創造性のある反抗の精神にも寄りそうこと
のできる女性を語り手としてデイヴィスは登場させる（Pfaelzer, “The Common Stories of 

































































































































































































































































































ではとらえきることのできない心理や感情の可能性を提示する。“Life in the Iron Mills”は
「産業がもたらす筆舌につくしがたい現実を表現するための美的なことばを探すという苦

















































































ーの Summer on the Lakes, in 1843 と Woman in the Nineteenth Century、ハーストン





































































 フラーが Summer on the Lakes, in 1843 で描く辺境に生きる女性たちは、エマーソンの
説くジェンダーシステムのありえない理想に裏切られた女性たちであるといえないだろう
か。エマーソンに推されて超絶主義の機関紙 The Dial の編集に携わっていたフラーである
が、それを辞し、イリノイ州、ウィスコンシン準州をめぐる旅行に出発する。そのあいだ



































 それでもフラーが超絶主義的な思考回路から外れたのではないことを、Woman in the 
Nineteenth Century は示している。アメリカにおける最初のフェミニズムの本とされる
Woman in the Nineteenth Century は、女性に対する不当な扱いを糾弾すると同時に、オ
ールラウンドな女性の力を発揮するための場として、理想の結婚を説くのである。現実を
鋭い観察力で分析するリアリストの目と、「真実」であることが唯一絶対の基準であるロ
マンティックな理想主義者の目が交差するのが Woman in the Nineteenth Century である
といえる。 


























論理が必要になる。結果的に Woman in the Nineteenth Century は遺伝子の螺旋のように
ねじれた展開をし、理想の女性のあり方は「最高」の夫を得た妻であることになる。 


























































































































































































 フラーは湖水地方を旅行した紀行文という体裁をとる Summer on the Lakes, in 1843 で、
自分にふさわしい配偶者を得ることができなかったがゆえに精神的に満たされず、心身の
バランスを崩す女性たちの姿を描き、Woman in the Nineteenth Century では、神話や伝
説、小説などのフィクションに描かれた女性の生き方を論じ、理想的な夫婦の関係を実現
することが可能であったがゆえに「真実」の女性になりえたと説明する。そしてハースト











































































ン・ソンタグの Alice in Bed が戯曲として創作されたことにも意図があるといえよう。第
６章では、Alice in Bed に登場するフラーが戯画化されていることに注目し、初期の短編
作品や「キャンプ」論をソンタグの問題意識のルーツととらえ、また The Volcano Lover
の物語構造を分析し、記憶や歴史における時間の異化と失敗による逆説的なアイデンティ
ティの獲得を論じた。 
リディア・マリア・チャイルドの A Romance of the Republic においても舞台はあらた
なペルソナを獲得する空間として機能するが、第７章と第８章では、人種と階級に注目し、









して、マーガレット・フラーの Summer on the Lakes, 1843 と Woman in the Nineteenth 





ポール・ド・マン（Paul de Man, 1919-1983）は Allegories of Reading: Figural 
























   
時代とともに、文学の読まれ方は変化していくことだろう。性をめぐる議論はこれから
も刷新され、あらたな視点をもたらし、あらたな意味が加えられていく。近年の画期的な













































































































しかし Alice in Bed の存在は、女性であることによって経験する問題に、ソンタグが関
心を抱いていたことを明確に示している。この戯曲に焦点をあてることによって、これま
でフェミニズムという観点からあまり論じられることのなかったソンタグにも、フェミニ








ソンタグは Alice in Bed において女性たちの状況に答えを出してはいないが、そこに描
きだされるのは、まさにコーネルの「イマジナリー・ドメイン」であり、ジョンソンのブ
リコラージュである。文学的想像力と実験的演劇空間が可能にする「イマジナリー・ドメ

































































































































































4 Woman in the Nineteenth Century からの引用は、筆者自身の翻訳『19 世紀の女性』を
もとに引用するが、本論文の表記に合わせて訳文の表現を改めている部分もある。本文中
に示す引用個所のページ番号は 1998 年の Norton 版に基づいている。 
5 日本では全国に先駆けて渋谷区が「渋谷区男女平等及び多様性を尊重する社会を推進す
る条例」を 2015 年に施行させている。 









































「輝く」という意味はない（Oxford Latin Dictionary, vol. 2 1493）。OED は英語の単語
「person」の語源に関して、「persōna」のほかに、「響きわたる（sound through）」と
いう意味をもつラテン語「persōnare」が関連していると説明している（Oxford English 
























22 The Garden of Eden からの引用は、基本的に沼澤の翻訳を参照する。文体や表記の統
一などのために沼澤の訳文を一部変えて引用しているところもある。ページ数は原文から
示している。 
23 The Marble Faun からの引用は、基本的に島田他の翻訳を参照する。文体や表記の統一
などのために島田他の訳文を一部変えて引用しているところもある。ページ数は原文から
示している。 




26 The Scarlet Letter からの引用は拙訳。 
27 Alice in Bed からの引用は拙訳。Alice in Bed が台本として出版されたのは 1993 年であ
るが、ソンタグは 1980 年にローマでルイジ・ピランデロの As You Desire Me の演出をし
ていたときに着想し、1990 年に 2 週間で書きあげている（Sontag, “A Note on the Play” 
to Alice in Bed. 116） 
28 The Volcano Lover からの引用は、基本的に富山太佳夫の翻訳を参照する。文体や表記
の統一などのために富山の訳文を一部変えて引用しているところもある。ページ数は原文
から示している。 
29 A Romance of the Republic からの引用は拙訳。 
30 “Life in the Iron Mills”からの引用は拙訳。 
31 Their Eyes Were Watching God からの引用は拙訳。 
32 周辺に追いやられた者の声を聞くことの困難を問題にしたのは、ガヤトリ・スピヴァク
































38 1840 年から 1844 年にかけて刊行された超絶主義の機関紙で、マーガレット・フラーが
編集を務めた。 
39 引用は拙訳。 
40 ブルックス (Van Wyck Brooks, 1886-1963)は 1936 年に The Flowering of New 




41 1941 年に出版された American Renaissance: Art and Expression in the Age of 






























47 1947 年に国連女性の地位委員会が設立され、1948 年に「世界人権宣言」を採択する。 
48 ベル・フックスは Feminist Theory from Margin to Centre でフリーダンの女性の社会
進出の呼びかけに対して、「働くことができる」ことと「働かなければならない」ことは
まったく異なると反論している。 
49 1966 年から 1971 年まで『週刊少年マガジン』において掲載された同名の漫画（作：梶
原一騎、画：川崎のぼる）を原作として、日本テレビ系列で 1968 年から 1971 年まで放送
された。続編として『新・巨人の星』があり、テレビアニメーションも『新・巨人の星』
『新・巨人の星Ⅱ』が制作されている。 
























51 たとえば短編集の題名 Men Without Women からも、ヘミングウェイが男性的なテーマ













54 間接的な視点という点ではフィッツジェラルドの The Great Gatsby に同様であるが、
語りの視点と物語の当事者性ということになると、The Great Gatsby が三角関係の外側に






影響を与えたと考えることもでき、それが The Garden of Eden の人物描写に反映されて
いると考えることもできる（Eby 187-90）。 
56  モリソンがヘミングウェイのほかに分析の対象とするのはウィラ・キャザーの
Sapphira and the Slave Girl とエドガー・アラン・ポーの The Narrative of Arthur 
Gordon Pym である。Sapphira and the Slave Girl ではナンシーという名前をもつにもか
かわらず「奴隷の娘」と題されていることの不自然さと、黒人の母と娘の再会が白人の母











はなくロマンスであると位置づけている。The Scarlet Letter の長い前書きである“The 
Custom House”の序文で現実と想像の中間的な領域（「ニューとリアル・テリトリー」）
にロマンスがあると説明する。The Marble Faun の序文にも、物語の場所をイタリアにす
る説明として、ロマンスの効果について説明がある。 





62 Eighty Years and More. 引用は拙訳。 
63 ノーブルはロックの実証主義を汲む常識哲学（コモンセンス・フィロソフィー）からホ
ーソーンがセンチメンタリズムを学んだと分析している（263-64）。感傷小説とも呼ばれ
る家庭小説はプロポーズの成功で終わるのが定番といえるが、The Marble Faun もそれに
倣ったエンディングである。 
64 島田他訳では「何があっても、一言も説明しませんよ」と一人称主語の省略されたかた

























The Scarlet Letter に描くチリングワースに通じる部分がある。 

























































85 新しいものでは Megan Marshall, Margaret Fuller: A New American Life (2013)と




しては、Katharine Anthony、Charles Capper、John von Mehren、Eve Kornfeld、Meg 
McGavern Murry、Jeffrey Steele などの評伝がある。また April Bernard は Miss Fuller: 






87 実在の人物としてのマーガレット・フラーと Alice in Bed に描きだされるマーガレッ












も、純粋に女性的な女もいない」と述べるフラーの主張は、Woman in the Nineteenth 
Century の主要テーマを要約的に表しているといえる。 




Laver, 1899-1975）が Taste and Fashion（1937）でまとめた“Laver’s Law”に示される。
レイバーはファッションについて分析しているが、30 年ほど経つと趣があると思われるよ






















97 “Another Alice's Wonderland, As Susan Sontag Found It”でソンタグが述べている。
引用は拙訳。 











101  スーザン・アンソニーの裁判の記録や当時のジャーナリズムの反応は、Federal 
Judicial Center のウェブサイトで、“U.S. v. Susan B. Anthony: The Fight for Women's 
Suffrage” にまとめられている。 
102 スーザン・アンソニーのスピーチはウェブサイトの掲載からの拙訳。 
103 2017 年に The New York Times に掲載されたスーザン・チラの記事“The Universal 
















ロットは、マーク・トウェイン（Mark Twain, 1835-1910）のThe Tragedy of Pudd'nhead 
Wilson（1894）にもみられる。 
109 工場で働く女性たちの過酷な現状を描いたものとして、1855 年に発表されたハーマ
















とを“Bits of Gossip”に記している。“Life in the Iron Mills”へのホーソーンの影響は、ほか
に The Scarlet Letter のヘスターの晩年とデボラの後日譚の類似性にもみられる。両者と
も罪を被り、愛する男性を失うが、苦しみと孤独を乗りこえて、平穏な日々を過ごすこと
になる。 
113 作家が想像力を働かせることのできる「中間領域」について、ホーソーンは The 
Scarlet Letter の長い序文である“The Custom House”や The House of the Seven Gables
の“Preface”で説明している。 
114 Tomc は、芸術の役割について、「不正義を照らし、平等に基づく新時代の潜在的な可
能性をありありと実感させるために存在する」と述べ（497）、“Life in the Iron Mills”も
そのような働きをもつと分析している。 
115 引用は拙訳。 
116 マリアナもフレデリカも Woman in the Nineteenth Century で取りあげられる。
Summer on the Lakes, in 1843 では辺境で出会った白人女性として描かれるが、Woman 













119 ハーストンは 1970 年代になって注目を集めるが、ハーストンの人気はアリス・ウォー
カーがハーストンの墓探しをすることによって火が付いた。Their Eyes Were Watching 




121 Between Woman and Generations の翻訳書の「日本語版のための序」は岡野・牟田の
翻訳による。 
122 Gender Trouble からの引用は、基本的に竹村和子の翻訳を参照する。文体や表記の統
一などのために竹村の一部変えて引用しているところもある。ページ数は原文から示して
いる。 
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